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M E S S A G E 2020年11月、日本経済団体連合会（経団連）
は、新しい資本主義の形としてサステナブルな
資本主義を基本理念に掲げ、新政権とともに推
進すべき成長戦略「。新成長戦略」を発表し
た。この提言は、私たちはいま大転換期に立っ
ているという認識の下、これまでの成長戦略に
いったん「。（終止符）」を打ち、新しい戦略の
意気込みを示している。そして、三方よしに象
徴されるマルチステークホルダーに配慮した経
営が、グローバル化、デジタル化の進展、地方
からの人口流出といった内外情勢の急激な変化
の中で、多様化・複雑化した要請に必ずしも応
えられていないことを問題視している。課題解
決に「国家間、世代間、職種間、地域間等の格
差の是正」「シルバー民主主義のもと、ともす
れば後回しにされる傾向にあった未来への投
資」「中長期的な成長戦略ではあるが、同時に
可能なアクションからすぐに実行」を掲げ、特
に重要なカギとして「DX（デジタルトランス
フォーメーション）」と「Society5.0」を挙げて
いる。

野村総合研究所（NRI）でも2010年頃から
DX関連のコンサルティング案件が、17年頃か
らはDX関連のIT投資プロジェクトが増加して
いる。DXは社会的課題の可視化とともに全体・
部分最適の両立を通じて多様な価値創造を可能
にするものである。しかし、期待する一方で
DXが約束する社会のその先に不安もある。
映画の「世界観」で未来を想像してみてほし
い。人間が利便性や効率性といった最適社会を
求めて技術革新を追求した結果、コンピュータ
は人間の存在・思想・思考のすべてまたは一部
を否定するかもしれない。そして、部分最適よ
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りも全体最適を優先させ、個人の生命とまでは
いわないとしても、たとえば環境問題への配慮
や、災害リスクの軽減と対策費用のバランス・
効率化などを理由に、居住地域や行動に指定・
制限を加えてくる可能性もある。また、コンピ
ュータ中心の社会に利便性や効率性を感じ慣れ
てしまうことで、人間が持つ問題解決能力やイ
ノベーション創出能力の成長・発展を縮退さ
せ、その先の自らの未来を切り開く力を失って
しまうのではないかという不安がある。
だからこそ、「。新成長戦略」にも付されて
いる通り、DXを使いこなすのは人間で、サス
テナブルな資本主義の中心に来るのは人間の英
知であるということは極めて重要であり、それ
がSociety5.0のポイントである。
Society5.0は、Society4.0（情報社会）に続く
新たな社会であり、サイバー空間（仮想空間）
とフィジカル空間（現実空間）を高度に融合さ
せたシステムにより、経済発展と社会的課題の
解決を両立する人間中心の社会のことである。
つまり、コンピュータと人間の共存とそのバラ
ンスが問われている。そして、議論が集約しな
いのは、未来のコンピュータの能力を過大に評
価する声と過少に評価する声が混在しているか
らである。たとえば「囲碁・将棋で人間に勝
る」「ホワイトカラーは淘汰される」といった
具合に、確かにコンピュータが人間の能力を凌
駕し始めている。一方、「チャットボットは使
えない」「コンピュータにクレーム処理はでき
ない」といった声もあり、われわれが想像する
未来が個人で異なっているからである。

ただ、今日時点ではそこまで難しい話ではな
い。コンピュータが得意とすること・苦手とす

ること、人間にしかできないこと・人間には限
界があることを整理すればよいからである。
将棋や囲碁、競馬や株価の予測など、学習領
域が限定されているテーマは、膨大なデータを
高速で処理できるコンピュータに軍配が上がる
可能性が高い。かたや、日常会話や雑談といっ
た幅広く無作為のコミュニケーションは、コン
ピュータが人間に勝ることはないであろう。だ
とすると、コンピュータが勝る領域では、人間
が受け入れて楽しみ方を変える新たな付加価値
を導き出せばよいのではないか。一方で、人間
が勝る領域ではサービスを提供する側は右脳を
活かすのが適当で、サービスを受ける側に立つ
と、DXにより効率化・最適化された社会で、
目一杯、右脳の楽しみを感じることの付加価値
が向上するであろう。どちらの領域でも、コン
ピュータにはできないことを人間が達成するこ
とで、サステナブルな資本主義の中心に来るの
は人間の英知であることの証明になると思う。

DXが約束する社会において、左脳の活躍の
場は多く、その活動が人間の持つ問題解決能力
などを活性化させ、私たちはさらに成長してい
くはずである。一方で、DXにより効率化・最
適化された社会で私たちは今まで以上に右脳で
楽しむ機会が増えるであろうし、その結果、さ
らなるイノベーションを創出できるようになる
はずである。この循環が、DXが約束する社会
のその先の保証にもつながっているはずである。
いまに言われ始めたことではないが、リベラ
ルアーツの重要性が取沙汰されている。DX社
会の変革期だからこそ、美術や音楽などの文化
に接する機会を増やしてみてはいかがだろう
か。	 （ももせひろのり）




